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リフト毎のコンクリート温度の推移（中心部・表面部）

TIME

11
2008

12  1
2009

 2月
年

温度
℃

  0.00

  5.00

 10.00

 15.00

 20.00

 25.00

 30.00

 35.00

 40.00

 45.00

 50.00

 55.00

 60.00 1 1533
2 1999
3 2044
4 2367
5 2412
6 2735
7 2780
8 3421
9 3481

-- YMAX TABLE --
1 50.22 08/11/23 18:00
2 57.91 08/12/1 12:00
3 24.53 08/11/29 12:00
4 56.46 08/12/6 12:00
5 23.41 08/12/4 12:00
6 53.16 08/12/20 12:00
7 20.83 08/12/18 18:00
8 52.60 08/12/31
9 20.00 08/12/28 18:00

-- YMIN TABLE --
1  5.31 09/1/30
2  2.78 09/1/30
3  2.38 09/1/30
4  2.64 09/1/30
5  2.36 09/1/30
6  3.08 09/1/30
7  2.42 09/1/30
8  3.45 09/1/30
9  2.18 09/1/30
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リフト毎のひび割れ指数の推移（中心部・表面部）

TIME

11
2008

12  1
2009

 2月
年

指数
Index

   0.0

   0.5

   1.0

   1.5

   2.0

   2.5

   3.0

   3.5

   4.0

   4.5

   5.0 1 1533
2 1999
3 2044
4 2367
5 2412
6 2735
7 2780
8 3421
9 3481

-- YMAX TABLE --
1  20.0 08/11/20
2  20.0 08/11/27 2:00
3  20.0 08/11/27 2:00
4  20.0 08/12/2 2:00
5  20.0 08/12/2 2:00
6  20.0 08/12/16 2:00
7  20.0 08/12/16 2:00
8  20.0 08/12/26 2:00
9  20.0 08/12/26 2:00

-- YMIN TABLE --
1   1.3 09/1/30
2   1.1 09/1/27
3   1.2 08/11/29 18:00
4   1.2 09/1/30
5   1.2 08/12/4 18:00
6   1.1 09/1/30
7   1.3 08/12/18 18:00
8   1.3 09/1/30
9   1.2 08/12/29

最高温度の分布

最小ひび割れ指数の分布と推移

モデル全体図

打設時期：11月～12月　（5回打設）

橋脚寸法：幅6500mm　厚さ8000mm　高さ15900mm

基礎

橋脚1 橋脚2
橋脚3 橋脚4

橋脚4

橋脚3
橋脚2橋脚1

基礎

橋脚の場合の解析事例です。（左右対称のため、全体の1/4を表示）

いずれのリフトでも、初期に表面部のひび割れ指数が大きく低下し、典型的な内部拘束型のひび割れ発生機構です。


